第20回　赤間駅北口土地区画整理審議会

【議事録】

日時、場所

○　時間：平成22年4月14日（水）14時00分～14時50分

○　場所：宗像市役所第1委員会室
○　審議会各委員
	委員出欠表　　　（■出席　　　　□欠席）

	■髙山剛委員（会長）
	■末永壯治委員
	■栗田榮美委員

	■天野一二委員（副会長）
	■占部壽彦委員
	■占部興喜委員

	■元岡明人委員
	■森田英征委員
	

	■花田務委員
	■田坂悟一委員
	


· 事務局
服部都市建設部長，白石室長，吉住計画係長，内田事業係長，花田，仁木
1． 開会あいさつ

（事務局　）それでは、只今から第20回宗像都市計画事業赤間駅北口土地区画整理審議会を開催します。なお、全員出席ということで、会議が成立しておりますので、報告させていただきます。それでは最初に、改選後はじめての審議会ということで、赤間駅北口土地区画整理審議会委員の皆様へ当選証書並びに委嘱状の交付をさせて頂きます。

宗像市副市長桑野俊一郎より、土地区画整理法第58条第1項の規定により宅地所有者の方から選出されました8名の委員さんに対して、当選証書の交付を。また、宗像都市計画事業赤間駅北口土地区画整理事業施行規程を定める条例第8条第3項の規定により学識経験者から選任されました2名の委員さんに対して、委嘱状の交付をそれぞれ行いたいと思います。

立候補届出順に名前を呼びますので、その場でご起立ください。

(副市長から各委員へ一人ずつ証書の手渡し)

（事務局　）委員の皆様の任期は5年となっております。

委員の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、続きまして副市長の桑野俊一郎より、一言あいさつを申し上げます。
(副市長　）改めまして皆さんこんにちは。本来ならば市長が来て挨拶をすべきところですが、所用につき私が代わって挨拶をさせていただきます。市長からはまた機会を改めて、ゆっくりお話させていただければと思います。
　　　　　 今年の3月に前委員さんの5年間の任期が終わりまして、先程選挙の当選証書をお渡しさせていただきました。8名のうち6名が引き続きということで、前の5年間お願いして、またさらに長期間拘束するということで、大変心苦しいところですが、事業の完了に向けてこれからもよろしくお願いしたいと思います。それから今回2名の方、占部様、元岡様が新しく審議員として参加していただきました。事業途中の参加は今までの経緯も含めてなかなか難しい面があるかと思いますが、忌憚のないご意見をいただきながら議論の中に入っていただいて、一歩一歩前進をさせていただきたいと思っていますので大変ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。また、学識経験の2名の方は引き続きということで大変お忙しい中ご迷惑をお掛けしますが、あわせてお願いしたいと思います。ご承知のとおり、この地域はハード面は今年の秋ぐらいにほぼ完了かなと考えております。皆様の今後の大きな仕事となるのが、換地計画、換地処分、これが大きく関わってきます。土地区画整理事業の中ではこのソフトの分が大きく左右してくるということで大変な仕事と思っております。今までの経験、ノウハウを踏まえて、今後とも最後までご理解とご協力をいただきたいということをお願いいたしまして、甚だ簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。今後ともよろしくお願いいたします。
 (事務局　）それでは続きまして、委員の皆様に自己紹介をお願いしたいと思います。

お名前と一言、審議会にあたっての抱負などございましたら、お話しいただければと思います。順番は、添付しております委員名簿の番号順でお願いいたします。

(各委員、順番にあいさつ)
（事務局　）委員の皆様、どうもありがとうございました。

それでは続きまして、私より職員の紹介をさせていただきたいと思います。

(職員の役職と氏名を一人ずつ紹介)

赤間駅周辺整備室、これからも事業の完了に向けて、一丸となって取り組んでいきたいと考えておりますので、皆様どうぞよろしくお願いいたします。なお、副市長は公務がございますので、大変失礼かとは存じますが、退席させていただきます。

（副市長退席）

（事務局　）それでは続きまして、会長の選出に移らせていただきます。

土地区画整理法第61条第2項の規定によりまして、会長は委員のうちから選挙によって決めていただくことになっております。選挙の方法は投票と指名推薦の方法がございますが、どういたしましょうか。
 （天野委員） 過去5年間、非常に熱心に、無難に会長職をお努めになった髙山委員にぜひ一つお願いしたいと思っております。髙山委員を推薦いたします。
（事務局　）天野委員から、指名推薦ということで髙山委員を会長にとの意見がありましたが、いかがでしょうか。

(異議なし)

ありがとうございます。それでは異議なしということでございますので、髙山委員に会長をお引受けいただくことといたします。

              それでは、会長に前方の席に移動していただいて、一言ごあいさつ願います。
(髙山会長)  ただいま皆様のご推挙によりまして、会長に選任されました髙山でございます。前回も課題等色々とございましたが、皆様のご指導のおかげで何とか5年間させていただきました。今回またご指名を受けましたので、何とか本審議会の公正で円満な運営にあたらせていただきたいと思っております。ここに、各委員様の一層のご指導とご支援とご協力をお願いし、就任のあいさつといたします。

 （事務局　） なお、これから先の進行につきましては、会長にお願いいたします。

（髙山会長） それでは、引き続きまして、副会長の選出を行います。

選出方法について事務局から説明をお願いします。

（事務局　） 議事運営規則第2条第1項により、副会長を1名置くことになっております。また、その選出については同条第2項で委員の中から互選となっており、その具体的方法は特に規定されておりません。従いまして、指名推薦でも結構ですし、選挙でも結構です。また、会長の指名によることも結構ですので、ご協議いただいた方法によることとなります。

（髙山会長）それでは、どのような方法で選出いたしましょうか。

（栗田委員）会長の指名がよろしいのでは。

（髙山会長）只今、栗田委員より会長指名との意見が出ましたが、いかがでしょうか。
（異議なし）

それでは、副会長は天野委員にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

引き続きまして、議席の決定を行います。

議席の決定について、事務局から説明願います。

（事務局　）議事運営規則第4条により、委員の議席は選挙後最初の会議において、抽選により定めることとなっております。従いまして、その方法は特に規定がありませんが、本日事務局では、抽選用のくじを準備しておりますので、それを利用して頂ければと考えています。

また、席次については、資料4の正副会長決定後の席次表をご参照いただいて、会長から見て右側の1番会長寄りを1番委員席として、先程選出されました天野副会長の席とします。続けて2番委員、3番委員、4番委員、5番委員の席とし、会長から見て左側の１番会長寄りから6番委員、7番委員、8番委員、9番委員席としてはどうかと考えています。なお、くじで引かれた番号を席次番号と読み替えるように考えています。また、通例として決まった議席については任期満了まで同じ席ということで考えています。
　（髙山会長）事務局から議席の決定方法及び席次番号等について説明がありましたが、意見等ございませんでしょうか。
（異議なし）

それでは、正副会長以外の各委員は、事務局が準備した、くじを引いてください。

引かれましたら、順次指定の席次へお移りください。
（席移動）

新しい議席も決まりましたので、次に署名委員の決定に移ります。

署名委員の決定について、事務局から説明をお願いします。
　（事務局　）はい、署名委員の決定については、議事運営規則第11条第2項により、議事録は会議毎に作成し、会長及び委員の中から2名が署名することとなっています。従いまして、委員からは2名の署名人が必要になりますので、本日の議事録署名の2名を決めていただく必要があります。

ただ、毎回決めなければなりませんので、席次順とするなどできるだけ簡易な方法をお決め願った方がよろしいかと存じます。
　（髙山会長）事務局から署名委員の決定について説明がありましたが、意見等ございませんでしょうか。
（前回と同じで良いのではとの声）

前回と同じという意見がありましたが、席次順ということでよろしいでしょうか。
（異議なし）

それでは、本日の議事録署名委員は議席の順に1番天野委員、2番元岡委員にお願いします。

　　　　　　それでは、引き続きまして、事務局から「審議会の役割等」について説明をよろしくお願いします。

（事務局　）それでは、今回より新しい審議会委員さんが加わったということで、改めて「これまでの経緯」及び「土地区画整理審議会の役割等について」、前面のスクリーンにて説明させていただきます。
　　　　　　まず、これまでの経緯について簡単にご説明させていただきます。
昭和55年に、駅北側地区において再開発事業を前提とした準備組合が発足し、事業化に向けた検討が行われましたが、昭和62年に諸々の事情により事業化を断念し準備組合が解散となりました。 平成10年に、「赤間駅周辺整備構想」が策定されました。平成11年に、駅南口で、駅前広場の整備に着手しました。平成12年に、地元住民で構成された「赤間駅周辺まちづくり協議会」が発足しました。平成16年6月に、「土地区画整理事業」や「駅前広場」を都市計画決定しました。そして12月7日に土地区画整理事業に着手しました。また、この間に駅南口の駅前広場が完成しています。
　　　　　　平成17年度は、土地区画整理事業において、区画整理後の各地権者の方の土地がどこになるかを決める換地設計の準備を進めました。具体的には4月に第1回土地区画整理審議会を開催し、今回が20回目の開催となります。 

　　　　　　6～8月にかけて、各地権者の方へ区画整理後の土地活用の意向などをお聞きする「地権者意向調査」を行いました。また、12月には、換地設計を行う際の土地評価の基準となる土地評価基準、換地設計を作成する際の方針となる「換地設計方針」、換地設計を行う際の基準となる「換地設計基準」等の各種基準を決定しました。また、 同じく12月には、公共施設用地の一部に充てるために予め市が土地を購入する「先行買収」が完了しました。
　これらの準備を終えまして、翌18年1月から区画整理後の各地権者の方の土地がどこになるかを決める、具体的な換地設計（案）の作成に着手しました。また、同年3月には第1回事業計画変更を行い、資金計画の変更と、住居表示の実施に基づく施行地区の区域の名称変更を行いました。
　　　　　　平成18年度には、まず7月に、第2回事業計画変更の縦覧を行い、平均減歩率の変更と公共施設の一部変更を行いました。続きまして、8月には、換地設計(案)の地権者への個別説明を行いました。その換地設計(案)に対する意見書が提出されましたので、 9月からはその対応方法の検討を行いました。意見書に対しての一定の方向性を決めたのち、12月下旬に第1回仮換地指定として「駅前広場東側の一部」の仮換地の指定を行いました。 

　　　　　　それを受け、19年1月から駅前広場を含む施行地区東側の建物等の移転補償交渉に着手しました。

　　　　　　平成19年度には7月に駅前広場を含む施行地区東側の工事に着手しました。 

　　　　　　また、同月に採用意見書の一部に基づく割換えを行った上で、第2回仮換地指定として「駅前広場東側の残りの一部」の仮換地指定を行いました。 
　　　　　　その後、残りの採用意見書に基づく割換えを行い、19年12月から20年1月にかけて第3回仮換地指定として「駅前広場東側の残りと駅前広場西側」の仮換地指定を行いました。それを受け、20年2月より、駅前広場より西側の建物等の移転補償交渉に着手しました。また、20年3月に第4回仮換地指定として市有地の仮換地指定を行ったことにより、全ての地権者に対する仮換地指定を終えました。
　　　　　　平成20年度には10月に区画整理工事や沼川雨水幹線など、駅前広場より西側の工事に着手しました。また、19年度から引き続き、駅前広場から東側の区画整理工事を進め、まずその一部（8街区と9街区）について、地権者の方へ仮換地をお返しする「使用収益開始」の準備が整いましたので9月から11月にかけて現地立会を行った上で、その通知を送らせていただきました。また、21年2月25日には駅前広場と、エレベーター・エスカレーターなどの駅舎自由通路の暫定供用を開始しました。
　　　　　　平成21年度には10月に駅前広場東側の全ての宅地の使用収益開始を完了しました。また、12月に沼川雨水幹線の工事を完了しました。また、22年3月に5年間の任期満了を迎えた審議会の宅地所有者選出委員の選挙を行いました。
　　　　　　続いて、今後のスケジュールについてご説明します。今後も引き続き駅前広場より西側の区画整理工事を続けていき、公園や東西の駐輪場、西側の市営自動車駐車場などの工事を行い、今年秋頃の工事概成を目指して進めていきます。その結果、換地計画や換地処分の手続きは23年度にかかることになります。このため、22年度は事業期間の延長のため事業計画の変更を行い、あわせて換地計画に着手する予定です。
　　　　　　その後23年度にかけて換地計画、換地処分を行い、登記を終わらせる予定です。今のところ、事業施行期間が当初より1年延びる見込みとなっています。清算期間は、平成24年度から28年度の5年間の予定となります。
　　　　　　続いて土地区画整理審議会の役割等についてご説明させていただきます。
　8項目に分けて説明させていただきます。

　　　　　　それでは、1項目目の土地区画整理審議会の設置について説明します。
　　　　　　土地区画整理法の規定により、宗像市の様な「市」が土地区画整理事業を施行する場合は、施行する土地区画整理事業ごとに、土地区画整理審議会を置くことになっています。
平成16年9月議会で議決された赤間駅北口土地区画整理事業の施行規程を定める条例で、上記の法の規定により設置する審議会の名称を、「宗像都市計画事業赤間駅北口土地区画整理審議会」としています。

　　　　　　それでは、2項目目の土地区画整理審議会の役割について説明します。 
　　　　　　審議会は、換地計画、仮換地の指定等に関する事項についてこの法律に定める権限を行います。なお、当地区においては、もう既に全ての仮換地指定を終えておりますので、今後は主に換地計画について諮問させていただくことになります。審議会の役割としては、地権者を代表して適正な意見を事業に反映させ、事業が民主的かつ、公平に運営されるよう設置されるものです。

　　　　　　法に規定された「審議会の意見を聴かなければならない事項」は、縦覧に供する換地計画の作成や変更をしようとする場合、換地計画に関する利害関係者の意見書審査する場合、仮換地の指定をしようとする場合となっています。

　　　　　　施行者が審議会の同意を得なければならない事項は、以前、諮問させていただいた「評価員の選任」や、宅地地積の適正化に関する事項、特別の宅地に対する措置等です。

　　　　　　それでは、3項目目の委員定数と委員構成について説明します。
　　　　　　委員の定数は10名です。土地区画整理法施行令18条1項の規定では、「面積50ｈａ未満の施行地区の委員定数は、10名」となっています。また、条例の規定においても、「委員の定数は10名」としています。委員構成は、地権者の中から8名、学識経験を有する者から2名となります。
　　　　　　それでは、4項目目の選挙権及び被選挙権について説明します。
　　　　　　宅地所有者及び借地権者は委員の選挙に各一箇の選挙権と被選挙権を有します。この「借地権者」とは、建物の所有を目的とする地上権、賃借権を有する者のことです。宅地所有者は、所有する土地の筆数や面積に比例せず、法人でも選挙権、被選挙権があります。宅地所有権及び借地権、両方を持っている者は、「宅地所有者の選挙権、被選挙権」と「借地権者の選挙権、被選挙権」の両方の権利を持つことになります。ただし、この場合、被選挙権はいずれかの一方になります。

　　　　　　未登記の借地権の申告がない者は、選挙権、被選挙権はないということです。未登記の借地権を申告した借地権者について、その後「借地権者の変更」があっても届出がない者は、選挙権、被選挙権はないということです。

　　　　　　法の規定により、被選挙権の不適格事項として、未成年者、成年被後見人又は被保佐人、禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者が定められています。これらに該当する者は、被選挙権がありません。

　　　　　　「宅地の共有者」、「共同借地権者」、「宅地の同一部分に2人以上の借地権者」は1所有者、1借地権者とみなします。これらの共有者等の代表者が、委員の選挙に「1つの選挙権」と「1つの被選挙権」を行使できることになっています。

　　　　　　それでは、5項目目の委員の選出方法について説明します。
　　　　　　地権者から選ばれる委員8名の選出方法について説明します。宅地所有者及び借地権者のうちからそれぞれ各別に選挙する。「宅地所有者から選挙する」と共に、「借地権者からも選挙」します。当地区では、借地権の申告が無かったため借地権者からの選挙は行いませんでした。被選挙権のある候補者から、選挙します。

　　　　　　地権者の中から選出される委員8名は、「宅地所有者から選出される委員」と「借地権者から選出される委員」で構成されており、宅地所有者及び借地権者の総数との割合におおむね比例するように、市長が定めます。当地区では、借地権の申告が無かったため宅地所有者から選出される委員を8名と定めました。

　　　　　　また、条例の規定により、「土地区画整理事業について学識経験を有する者から選任する」となっています
　　　　　　それでは、6項目目の審議会選挙までの手順について改めて説明します。
　　　　　　1月13日までが、借地権等の申告、共有者代表届、相続人代表届の期限でした。1月14日が選挙人名簿の作成基準日でした。1月22日から2月4日に選挙人名簿の縦覧を行いました。なお、縦覧期間中に意義の申出はありませんでした。2月12日に選挙人名簿の確定の公告と、宅地所有者から選挙する委員数と借地権者から選挙する委員数を公告しました。

　　　　　　2月13日から22日に立候補届の受付を行いました。3月5日に候補者の公告を行いました。3月14日に選挙日を予定していましたが、候補者数が、定数を超えなかったので無投票となり、候補者全員が当選人となりました。

　　　　　　それでは、7項目目の委員の任期について説明します。
　　　　　　条例の規定により、委員の任期は5年となっています。補欠の委員の任期は、前任者の残任期間となっています。補欠委員については、後程説明いたします。

　　　　　　それでは、8項目目のその他のことについて説明します。
　　　　　　それでは、先程決めていただいた、審議会の会長について改めて説明します。法の規定により、審議会に会長を置く、会長は委員のうちから委員が選挙する、会長は審議会を代表し議事その他の会務を総理する、会長は委員として審議会の議決に加わることができないことになっています。

　　　　　　次に同じく先程決めていただいた審議会の副会長については、「土地区画整理審議会議事運営規則」により審議会に副会長1名を置く、副会長は委員の中から互選により選任する、副会長は、会長を補佐し、会長に事故等がある場合は、あらかじめ定めるところによりその職務を代理するとなっています。

　　　　　　次に、審議会の招集、会議及び議事について説明します。法の規定により、審議会は市長が招集する、審議会の招集は少なくとも会議を開く日の5日前までに会議の日時、場所及び目的である事項を委員に通知しなければならない、但し緊急を要する場合は2日前までにこれらの事項を委員に通知し審議会を招集することができる、審議会の会議は委員の半数以上の出席が必要、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は会長の決するところによるとなっています。

　　　　　　次に、委員の補欠選挙について説明します。条例の規定により、宅地所有者及び借地権者から選挙された委員の欠員の数が、それぞれの委員定数の

1／3を超えた場合で、予備委員がないときは補欠選挙を行うことになります。なお、当地区については立候補者の数が委員の定数を超えなかったため、予備委員はおりません。また、施行令の規定により、補欠選挙は委員の任期の終わる6ヶ月以内は行わないことになっています。 

　　　　　　次に、学識経験を有する委員の補充について説明します。施行規程を定める条例の規定により、学識経験を有する委員に欠員が生じた場合、市長は速やかに補欠の委員を選任することになります。

　　　　　　次に会議の公開について説明します。
　　　　　　条例の規定により、審議会の会議は公開となっています。

　　　　　　ただし、「個人情報に関する事項その他公開しないことが適当と審議会が認めるときは、公開しないことができる。」となっています。

　　　　　　次に土地区画整理審議会委員の身分について説明します。
　　　　　　委員は、非常勤の特別地方公務員であり、刑法の「公務員」に該当するため、これから説明する罰則等が適用されます。

　　　　　　委員の刑法における罰則等について説明します。収賄、受託収賄及び事前収賄、第三者供賄、加重収賄及び事後収賄、あっせん収賄等が適用されますが、1つずつ説明します。

　　　　　　まず、収賄、受託収賄及び事前収賄について説明します。
　　　　　　公務員が、その職務に関し、賄賂を収受し、又はその要求若しくは約束をしたときは、5年以下の懲役に処せられます。この場合において、請託を受けたときは、7年以下の懲役に処せられます。

　　　　　　次に、第3者供賄について説明します。
　　　　　　公務員が、その職務に関し、請託を受けて、第3者に賄賂を供与させ、又はその供与の要求若しくは約束をしたときは、5年以下の懲役に処せられます。

　　　　　　次に、加重収賄及び事後収賄について説明します。
　　　　　　公務員であった者が、その在職中に請託を受けて職務上不正な行為をしたこと又は相当の行為をしなかったことに関し、賄賂を収受し、又はその要求若しくは約束をしたときは、5年以下の懲役に処せられます。

　　　　　　次にあっせん収賄について説明します。
　　　　　　公務員が請託を受け、他の公務員に職務上不正な行為をさせるように、又は相当の行為をさせないようにあっせんをすること又はしたことの報酬として、賄賂を収受し、又はその要求若しくは約束をしたときは、5年以下の懲役に処せられます。

　　　　　　以上で説明を終わります。
（髙山会長）それでは、ただいま説明のありました「審議会の役割」について質問がある方は、挙手をお願いします。
　　　　　　ないようでしたら、その他事務連絡ということで事務局から何かありますか。
（事務局　）次回の審議会については、今のところ予定はありませんが、今後工事が概成し、換地計画着手の時期が来ましたら、ご案内させていただきます。

また、審議会終了後に、記念写真の撮影をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。以上です。
（髙山会長）これをもちまして、第20回宗像都市計画事業赤間駅北口土地区画整理審議会を閉会いたします。本日はありがとうございました。　　　　
                                                                      以上。
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